青明舎　　フェイスシート

平成22年6月14日　担当：竹内　一貴

	登　録　者
	氏　名　類家　亜紀子　様　　　　　男・女　　　　　　　　　　昭和50年7月24日生（34歳）

	
	〒　八戸市糠塚字大沢21-4　　　　　　　　　　電話　0178-45-1413

	
	病　　名
	精神遅滞（IQ：59）
	合　併　症
	高血圧

	
	発症時期
	生来
	罹 患 期 間
	34年間

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	坂本内科（高血圧治療）
	外来受診日
	毎週火曜日

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	－
	　　有・無（愛護B）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（￥65,000/月　程度）

	
	その他
	

	障害程度区分
	非該当
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	地域生活支援センター青明舎

	日中活動の場
	就労移行支援事業所「わーくみなと」（5日/週）

	住まいの場
	自宅

	登録年月日
	平成17年1月～
	身長
	160cm
	体重
	105kg

	最終学歴
	八戸第2養護学校卒
	免許・資格
	なし

	職　歴
	美容院見習い（H6年3月～H7年3月）

スーパーでの品出し（H16年10月～H22年4月）

	保　護　者
	氏　名　類家　正夫　様　　　　　　　　　続柄　父　（同居　・否）

	利用目的

就労の相談

	生活歴

昭和50年7月24日同胞4名第1子長女として出生。柏崎小学校に入学するが、家庭の事情で福島県・宮城県への転校を経て、青森県黒石市立黒石小学校へ転校し、同小学校を卒業する。小学校入学当初は普通学級へ通っていたが、学習について行くことが出来ずに特殊学級へ移っている。中学校は黒石中学校に入学し、その後帰八し、根城小学校へ編入。中学校卒業時担当教諭に八戸第二養護学校入学を勧められ、八戸第二養護学校へ入学。卒業後は平成6年3月より五戸町にある美容院「ヘアーサロン工藤」にて勤務。一年ほど勤務しているが、仕事の疲れ、人間関係を理由に平成7年3月に退職している。同年5月より小規模作業所「こだまの園」への通所を開始。平成13年4月からは知的障害者授産施設「こだまの園」利用し作業を継続していた。平成16年10月よりユニバース南類家店にてパート就労を行っている。ジョブコーチ支援などを利用しながら就労を継続していたが、本人の作業能力の低さ、仕事の質の低さなど問題は見られていた。平成22年1月25日、出社したが、体臭がきつく、他の従業員が不調を訴えることがあり、早退を命じられている。同日夕方自宅にユニバース南類家店店長より架電あり、「しばらく仕事を休んで欲しい」との話がある。休職の間は年休を使用するとのこと（年休は40日ほど残っている）。この頃より地域生活支援センター青明舎、就業・生活支援センターみなとにて支援を開始。同年4月20日をもってユニバース南類家店を退職している。退職後は就労移行支援事業所「わーくみなと」への通所を継続している。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父～現在タクシー会社を退職し無職。家計のやりくりを行っている。主たる援助者であるが健康問題を抱えている。
母～現在シニアパンション多賀台に入居中。知的障害
次妹～ショップこだまに通所中。こだまの園が定期的に訪問を行い、生活状態の確認を行っている。相談の経緯として次女への介入を求められていたため、青明舎でも定期訪問を行っている。

弟～自動車解体工で働いている。家族の事に関しては心配している様子で、自身の結婚の話があるが家族の状況が落ち着いてからではないと結婚することが出来ないと話している。
三妹～三戸郡福祉組合のグループホーム入居し、パン製造業に従事。知的障害。

伯母～近隣に住んでおり、協力的であるが、父が伯母の介入に対して拒否的な面がある。


平成22年6月14日　担当：竹内　一貴

	氏　名
	　類家　亜紀子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和50年7月24日（34歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期：就職し、自立した生活を送る

中期：本人の作業能力に適合する職場へ就職する

短期：就労する為に、基本的な就労習慣の獲得を行う


	これまでの経過

	平成16年10月より、ユニバース南類家店にてパート就労を行っており、ジョブコーチとして青明舎が介入を行っていた。青明舎の担当者異動に伴い、ジョブコーチ支援は障害者職業センターが行っていた。その間には「支持や指摘に対してむっとした表情を見せる」「商品の扱いが雑」「体臭がきつく客が避けて歩く」「体重増加・食事摂取量が多いなど健康面で問題がある」「遅刻がある」などの指摘があり、都度ジョブコーチが介入する事や、関係者間でも支援会議などを実施していた。

上記状態でありながら、パート就労を続けていたが、指導にも改善が見られず、本人の体臭により他従業員が業務中に体調が悪くなることもあり、店長より、「有給休暇を使い、しばらく仕事を休んで欲しい」との打診があり、平成22年1月25日より長期休暇に入っている。以前より青明舎にて本人の妹への介入を行っており、本人の就労に関する意向を確認すると「慣れた職場（ユニバース）での就労を続けたい」との希望があり、青明舎からの支援を希望したため、本人への支援を開始。就労上の問題と生活上の問題を併せ持っている為、障害者就業・生活支援センターみなとへも支援を要請し、青明舎が生活問題への介入・マネジメント、みなとが就労問題への介入という形で支援を実施している。

　同年2月26日、現在までの支援経過の確認、今後の支援方針の確認、各関係機関の役割分担を明確化するためにケース会議実施。現状のままでは職場復帰は難しい状況ではあるが、本人の就労意欲が維持されていることから、今後の本人の生活を考え、休職期間中に問題点の改善を図ることとして介入を行うこととなる。

　【介入点】

　　①体臭、健康問題、身だしなみ、作業態度などの就業上の問題点

　　②健康管理

　　③休職期間中の就労意欲の維持、求職期間中の日中活動

　その後、関係機関にて支援を行ったが、ユニバースよりパート雇用の継続不可との連絡があり、契約期限である同年4月20日をもって退職とすることとなる。

　退職決定後、家族面談を行うと、本人の就労意欲は維持されており、一般就労をしたいとの希望がある。父も同様に本人の一般就労を希望している。その為、4月19日に再度ケース会議を実施し、今後の支援方針について家族を交えて検討している。現状では身だしなみ・作業態度など基礎的な労働習慣の獲得の為の就労訓練が必要な段階であるとの意見となり、本人・家族へ一般就労のためには就労訓練が必要であることを説明し、了承が得られた為、同年4月21日から就労移行支援事業所「わーくみなと」の体験利用を開始、同年5月12日より正式利用開始となる。

　正式利用後は、作業面での問題は見られないものの、食事量過多による体重増加、生活リズムの乱れ、和式トイレでの失敗など強力な援助が必要な状態である。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①生活習慣の改善
	· 食事摂取表、体重表の記載を行い、現状把握と体重減少・食事摂取量現象の意識付けを行う

· 献立作成をともに行い、適量の食事摂取を行うよう意識付けをする

· 1日の行動スケジュールを把握し、日課表の作成を行い、生活リズムの改善を図る

· 定期的な訪問を行い、現状の確認を行い、改善方法を検討する
	　3ヶ月 

	②家族支援
	· 定期的な訪問を行い、現状について父に報告し、本人への接し方、アドバイスの仕方、支援方法について具体的に方法をアドバイスする。


	3ヶ月


プラン計画者　氏名：竹内　一貴
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